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(1)　第1873号　2022年５月５日

 
日　時 5月21日（土）13：30～16：50
場　所 フェリヴェールサンシャイン（水戸市）
 自治労県南会館（牛久市）
内　容 自治労運動/自治労共済
 給与制度の仕組み/私たちの権利

第１回ユニオンセミナー２会場同時
ＷＥＢ開催

　 2022ブロック活動者学校
どなたでもご参加いただけます 

 第１回 　私たちの課題と要求づくり
講師　千歳執行委員長（県本部）

場　　所ブロック開催日
自治労会館（水戸市）水戸・県職

５月11日（水）
18：30～ 県北生涯学習センター（日立市）県北

調整中水郡
県南会館（牛久市）県南・県職

５月17日（火）
18：30～ 県南生涯学習センター（土浦市）土浦

まちづくり市民センター（鹿嶋市）鹿行
調整中の開催場所については、ブロック協議会から単組へ連絡があります。

今年で93回を数える県中央メーデー
（水戸市・三の丸庁舎広場）

  取り組み報告 　　　 前進した単組の取り組みを紹介します
 日立市職員労働組合 

組合員の声から“家族看護休暇”を獲得
　日立市職では、県本部の統一要求を受け、家族看護休暇について単組で議論、要求を
してきました。しかし、市当局は、これまでどおり「国家公務員にない制度導入は困
難」、「県内で導入自治体が少ない」という理由から前向きな回答はありませんでした。
　組合の執行委員会では、「実態として、年次休暇で対応している職員も多いのではな
いか」、「導入しても利用されない制度とならないか」など、何度も議論を重ねました。
　そこで、確定闘争期である2021年９月、家族看護休暇の要求にむけて全組合員691人
を対象に「育休と家族看護に関するアンケート」を実施、358人から回答がありました。
　結果では、これまでの「中学校就学前（小学生まで）の子」を対象としていた制度に
対し、「義務教育終了前（中学生まで）の子へ拡大してほしい」が80.2％、「配偶者」74.9％、
「親」74.6％と拡充を求める声が70％を超え、多くの組合員が休暇制度の拡充、家族看
護休暇を必要としている実態が明らかになりました。
　これらの結果を踏まえ、家族看護休暇について要求、事務レベル協議を重ねてきたと
ころ、12月の団体交渉で当局がその必要性を認め、2022年１月からの創設となりまし
た。これは、組合のアンケートの取り組みから「組合員の声」として要求した結果です。
　これまで国家公務員準拠を譲らなかった当局が、組合からの要求で家族看護休暇の導
入を決めたことは、組合にとって大きな前進となりました。（書記長　菊池弘史）

　県内単組の「子の看護休暇」の範囲は、多くは「中学校就学前（小学生ま
で）の子」５日/年です（中学校就学前の子が２人以上あり、その看護をす
る場合には10日/年）。県本部では、要求項目の一つに「子の看護休暇の対象

範囲を義務教育終了前（中学生まで）」とすること、さらに「家族看護休暇」へ拡充し、
対象範囲を「全ての子・配偶者・父母・配偶者の父母とすること」を掲げています。
　すでに家族看護休暇への制度を勝ち取っている単組は、上記で紹介した日立市職以外
に、県職連合、水戸市職、那珂市職、東海村職など７単組あります。

 今後の目標 　対象者拡大、会計年度任用職員の適用

日立市の「子の看護休暇の対象の拡充（家族
看護休暇の創設）」
小学生までの子を看護の対象としていた子
の看護休暇について、対象を中学生までの
子、配偶者、父母及び配偶者の父母（以下、
「家族」という。）に拡充し、家族看護休暇と
する。取得期間は一の年度において５日（義
務教育を終了する前の子が２人以上いて、
その子を看護する場合には10日）の範囲内の
期間とする。

アンケート集計結果
691人中358人回答　51.8％
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。
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は
１
０
０
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迎
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も
の
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
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ス
感
染
症
対
策
に
よ
る
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へ
の
制
約
を
受
け
た
た
め
に
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催
で
き
ず
に
い
ま
し
た
。

未
だ
コ
ロ
ナ
収
束
の
見
通
し

は
不
透
明
で
す
が
、
今
年
は

規
模
を
縮
小
し
て
の
開
催
と

な
り
、
３
年
ぶ
り
に
一
堂
に

会
す
る
「
つ
な
が
る
こ
と
、

団
結
す
る
こ
と
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の
重
要
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県
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一
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県
中
央
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ー
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働
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仲
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し
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。

　
は
じ
め
に
、
主
催
者
を
代

表
し
て
連
合
茨
城
の
内
山
会

長
が
あ
い
さ
つ
し
、「
連
合

茨
城
に
は
日
々
多
岐
に
わ
た

る
労
働
相
談
が
入
る
。
労
働

環
境
の
整
備
が
行
き
届
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て

い
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い
職
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の
実
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り
、
雇
用
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脅
か
さ
れ
て
い
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労
使
関
係
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重
要
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を

社
会
へ
発
信
し
な
が
ら
、
一

人
で
も
多
く
の
働
く
仲
間
を

救
う
た
め
に
連
合
茨
城
に
結

集
し
、
就
労
形
態
に
か
か
わ

ら
ず
一
人
ひ
と
り
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尊
重
さ

れ
互
い
に
支
え
あ
う
職
場
・

社
会
の
実
現
に
む
け
て
取
り

組
も
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
来
賓
に
は
、
立
憲
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主
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県
連
合
か
ら
青
山
や
ま
と
代

表
、
小
沼
巧
幹
事
長
、
国
民

民
主
党
県
連
の
浅
野
さ
と
し

代
表
、
そ
の
ほ
か
県
内
福
祉

団
体
代
表
な
ど
が
か
け
つ
け

連
帯
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま

し
た
。
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挙
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、
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立
憲
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党
・
国
民

民
主
党
三
者
に
よ
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統
一
候

補
に
決
定
し
た
堂
込
（
ど
う

ご
み
）
麻
紀
子
さ
ん
（
無
所

属
）
の
紹
介
と
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。
働
く
者
の
声

を
国
政
へ
届
け
る
た
め
、
比

例
代
表
の
産
別
候
補
者
全
員

の
当
選
と
、
茨
城
県
選
挙
区

で
は
堂
込
さ
ん
を
働
く
者
の

代
表
と
し
て
議
席
を
確
保
し

よ
う
と
参
加
者
へ
支
援
が
訴

え
ら
れ
ま
し
た
。

メーデーは1886年５月１日にアメリカ・シカゴ
の労働者が８時間労働制を求めてゼネストに
立ち上がったのを起源とします。当時の労働
者は低賃金と長時間労働に苦しめられ、労働時
間の短縮は切実な要求でした。

８時間は労働に、８時間は眠りに、
そしてあとの８時間は

われわれの自由に

メーデーの
はじまり

開校
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×千歳益彦

千歳　各地を回られ自治労組合員との
意見交換の中で、気になられたことは
ありますか。
　　
鬼木　若年で退職される方が増えてき
ていることです。多くの自治体で同様の
傾向があることを、改めて認識しました。
　退職の理由は２通りあり、一つはよ
りよい労働条件を求めて他の自治体に
行かれるケース、もう一つは「もう公共サービスの現場で働きたく
ない」というケースです。とくに後者は構造的な悪循環が露呈した
ものだと思います。
　なぜ、もう公共サービスで働きたくないのでしょうか。若い方々、
とくにこの２年間くらいに採用された方々は、新型コロナウイルス
感染症への対応を求められてきました。何らかの志を抱いて入職し
たにもかかわらず、志と異なる業務が求められたのではないでしょ
うか。例えばワクチン担当であれば、住民の皆さんから「私はいつ
ワクチンが打てるんだ」「どうしてウチは遅いんだ」などと問い詰
められる。問い合わせの電話に忙殺される。挙句の果てに、住民か
らの感謝の言葉がほとんどない。これは極端な例かもしれませんが、
一生懸命働いている中でそのような体験をすれば、「思い描いてい
た仕事と全然違う」と心が折れてしまうのも仕方ないと思います。
　　
千歳　住民の方から「やって当たり前」だと思われがちですからね。
　　
鬼木　残念ですが、感謝の言葉を聞くことの方が少ないのが現状で
すね。だからこそ、体制の充実・強化が必要なのです。
　　
千歳　やはり人員の問題に行き着きますね。
　　
鬼木　専門職の人材確保も大きな問題です。保育、保健、看護の職
場では以前から難しい状況でしたが、現在は土木職、建築職の人材
確保も非常に難しくなっています。民間を含めて取り合いになって
いると聞きます。とくに土木職は災害対応にも関係し、一定のスパ
ンで確保をしないと技術・経験の継承ができないので、大きな課題
となっています。専門外の方が必死に勉強して担っているケースも
あるほどです。
　実際に経験している組合員の皆さんから直接お話をお伺いすると、
非常に切迫感があります。皆さんから現場実態を教えていただき、
勉強させていただくことで、課題認識がどんどん深まっています。
また同時に、「これは絶対におかしい」「なんとかしないといけな
い」という想いも強くなっています。
　「人を増やせばなんとかなる」という答えがありながら、そこ
にむかう方策が見えていません。人を増やすという壁は高くても、
まずは当局に訴え、認識を改めさせることからしか始まらないので
はないかと思います。　(後号に続きます)
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取
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集
計
結
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や
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場
の
現

状
を
つ
か
み
、
不
満
や
課
題

2022生活・労働
実態調査結果

を
ま
と
め
組
合
の
要
求
書
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く
り
に
む
け
討
論
す
る
取
り

組
み
が
不
可
欠
で
す
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闘
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に
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仲
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触
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が
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。
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が
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避
難
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か
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で
は
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認
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い
判
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と
な
っ
た
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東
海
第

二
が
災
害
と
な
れ
ば
首
都
圏

は
壊
滅
と
な
る
。
原
発
、
核

か
ら
の
決
別
を
」と
訴
え
ま

し
た
。
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し
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。
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